
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡光源装置に接続するために内視鏡に設けられた種々の形状のライトガイドコネク
タを、内視鏡光源装置の出力コネクタに接続するための内視鏡光源装置用アダプタであっ
て、
　
　 前記出力コネクタに 接続したと
きに内視鏡光源装置の光出力口に近接配置された被係合孔と係合し、

前記内視鏡光源装置に対する動きを規制する規制部材
　 ことを特徴とする アダプタ。
【請求項２】
　前記位置決め部材は、前記複数の接続口が形成された接続部に設けられることを特徴と
する アダプタ。
【請求項３】
　

【請求項４】
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前記出力コネクタに接続されるアダプタ本体部と、
前記アダプタ本体部に設けられ、 前記アダプタ本体部を

種々の形状のライト
ガイドコネクタを接続する複数の接続口のそれぞれを、前記光出力口に整合させる位置決
め部材で形成されることにより と、

を備えた 内視鏡光源装置用

請求項１に記載の内視鏡光源装置用

前記アダプタ本体部に設けられ、前記出力コネクタに前記アダプタ本体部を接続したと
きに前記内視鏡光源装置の光出力口に挿通され、前記内視鏡光源装置からの光を導く導光
部材を具備したことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の内視鏡光源装置用アダ
プタ。



　

【請求項５】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、内視鏡光源装置に接続するために内視鏡に設けられた種々の形状のライトガイ
ドコネクタを、内視鏡光源装置の出力コネクタに接続するための内視鏡光源装置用アダプ
タに関する。
【０００２】
【従来の技術】
このような内視鏡光源装置用アダプタには、内視鏡光源装置に設けられた出力コネクタに
接続される本体と、種々の形状のライトガイドコネクタに対応する複数の接続口を形成し
たターレットとを互いに軸方向に隣接させて配置し、このターレットを本体に対して回転
することにより、ライトガイドコネクタを取付けた接続口を、本体に設けた光源コネクタ
と軸方向に整合させるものが開発されている（例えば特許文献１参照）。
このアダプタでは、ライトガイドコネクタを接続した接続口を、光源コネクタを介して内
視鏡光源装置の光出力口に確実に整合させることができる。これにより、種々のライトガ
イドコネクタと光出力口との軸ずれによる光量の減少を防止すると共に、多種にわたるラ
イトガイドに対応するための複数のアダプタを管理する煩わしさを低減することができる
。
【０００３】
【特許文献１】
特開２００１－１２５０１０　（第３，４頁、図３～５）
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、このような内視鏡光源装置用アダプタでは、内視鏡光源装置に対する本体の回転
を防止するため、内視鏡光源装置の光出力口を形成した筐体の外面に沿ってそれぞれ上下
方向に延び、その先端に、内視鏡光源装置の上面および下面に係合する屈曲部を形成した
帯状の係止片が、本体に取付けられる。
このような係止片は、内視鏡光源装置のフロントパネルの表示を隠蔽することになる。こ
れにより、使用中に内視鏡光源装置の指標を見ることができず、操作が妨げられる。また
、内視鏡光源装置の見栄えも悪くなるという問題がある。
【０００５】
本発明は、このような事情に基づいてなされたもので、アダプタを装着したときの光源装
置の外観を阻害することなく、フロントパネルの指標を明確に表示することができる内視
鏡光源装置用アダプタを提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成する本発明の アダプタは、内視鏡光源装置に接続する
ために内視鏡に設けられた種々の形状のライトガイドコネクタを、内視鏡光源装置の出力
コネクタに接続するための内視鏡光源装置用アダプタであって、

前記出力コネクタに
接続したときに内視鏡光源装置の光出力口に近接配置された被係合孔と係合
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前記複数の接続口を有したターレットを備え、前記ターレットは前記アダプタ本体部に
装着軸により回転自在に取り付けられ、前記装着軸の部材は前記位置決め部材と一体構造
に形成したことを特徴とする請求項１、請求項２または請求項３に記載の内視鏡光源装置
用アダプタ。

前記複数の接続口を有したターレットを備え、前記ターレットは前記アダプタ本体部に
装着軸により回転自在に取り付けられ、前記装着軸の部材と前記位置決め部材とは別々の
部材であることを特徴とする請求項１、請求項２または請求項３に記載の内視鏡光源装置
用アダプタ。

内視鏡光源装置用

前記出力コネクタに接続
されるアダプタ本体部と、前記アダプタ本体部に設けられ、 前記アダ
プタ本体部を



し、
前記内視鏡光源装置に対する動き

を規制する規制部材 ことを特徴とする。
【０００７】
【発明の実施の形態】
図１から図５は、本発明の好ましい実施形態によるアダプタを用いた内視鏡システムを示
す。
図１に概略構成を示す内視鏡システムは、医療用として形成してあり、体腔内の観察およ
び処置を行う内視鏡１０に、照明光を供給する光源装置１２を内視鏡光源装置として備え
る。この光源装置１２は、ハウジング１２ａ内に配置したランプ１４から絞り１６を介し
て内視鏡１０のユニバーサルコード１８内に延設したライトガイドに供給する。このライ
トガイドを介して照明光を供給された内視鏡１０は、図示しない照明窓から体腔内の所要
部位に位置する被写体Ｓを照明する。
【０００８】
被写体Ｓから反射した光は、内視鏡１０の外部に露出した観察窓から、内視鏡の内部に延
設されたイメージガイドを通して、カメラヘッド２０内のＣＣＤ素子（図示しない）に導
かれ、ここで電気信号に変換される。ＣＣＤ素子で変換された映像信号はＣＣＵ２２で信
号処理された後、モニタ２４に被写体Ｓの画像として表示される。これにより、体腔内の
被写体Ｓを体外のモニタ２４で観察しつつ、必要な場合には、処置を行うことができる。
【０００９】
また、この光源装置１２には、絞り１６を通る光量を制御するＣＰＵ２６を配置してあり
、ランプ１４が発光する強さすなわち光量に応じて絞り１６を駆動し、被写体Ｓの明るさ
が一定となるように、照明光の光量を調整することができる。
【００１０】
この光源装置１２のハウジング１２ａに設けた出力コネクタ２８（図４参照）には、ユニ
バーサルコード１８の先端に設けられた種々の形状のライトガイドコネクタ１８ａ（図５
参照）を接続可能とするアダプタ３０が取り付けられる。
【００１１】
図２および図３に示すように、本実施形態のアダプタ３０は、光源装置１２の出力コネク
タ２８に嵌合する本体部３２をアダプタ本体部として備え、光源装置１２からの出射光を
導く導光部材３４がこの本体部３２に一体に形成され、この本体部の先端から突出する。
また、この本体部３２には、軸方向に貫通する装着軸３６を軸方向に移動不能に取付けて
ある。この装着軸３６は、本体部３２の先端から先端側端部３６ａを突出させると共に、
基端から基端側端部３６ｂを突出させ、この基端側端部３６ｂにターレット３８を回転自
在かつ軸方向に移動不能に取付けてある。符号３２ａは、出力コネクタ２８から意に反し
て本体部３２が抜出るのを防止するため、半径方向外方にばね付勢された突片部を示す。
【００１２】
ターレット３８には、それぞれ形状の異なる複数種のライトガイドコネクタ１８ａに適合
する複数の接続口４０が軸方向に貫通させて形成してあり、したがって、このターレット
３８はライトガイドコネクタ１８ａを接続するための接続部として作用する。これらの接
続口４０は、装着軸３６を中心として時計回りもしくは反時計回りにターレット３８を手
動で回転することにより、導光部材３４と同軸状に整合させることができる。本実施形態
では、装着軸３６の基端側端部３６ｂに、インデックス手段４２を設け、各接続口４０と
導光部材３４との整合を容易に行うことができるように形成してある。このようなインデ
ックス手段４２は例えばターレット３８側に設けた突片部あるいは溝部と嵌合する、溝部
あるいは突片部で形成することもでき、この場合の突片部は例えばばね等で半径方向に付
勢することで、溝部との嵌脱を確実に行わせることができる。勿論、このようなインデッ
クス手段４２に代えあるいはこれと共に、各接続口４０と導光部材３４とを整合させるた
めの図示しない指標等を、本体部３２およびターレット３８の外周部に設けてもよい。い
ずれの場合も、装着軸３６は、ターレット３８の所要の接続口４０を導光部材３４したが
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種々の形状のライトガイドコネクタを接続する複数の接続口のそれぞれを、前記光出
力口に整合させる位置決め部材で形成されることにより

と、を備えた



って後述する光出力口４４に整合させる位置決め部材として作用する。
【００１３】
この装着軸３６の先端側端部３６ａは、本体部３２を出力コネクタ２８に嵌合したときに
、導光部材３４が挿通される光出力口４４に近接配置された適宜の被係合孔４６（図５参
照）に係合し、光源装置１２すなわち出力コネクタ２８に対する本体部３２の回動を規制
する規制部材を形成する。この被係合孔４６は、光出力口４４から径方向に離隔した位置
であれば適宜の位置にあってもよく、その大きさについても、装着軸３６の先端側端部３
６ａを受け入れることができるものであれば、図５に示すような貫通孔に限らず、有底構
造であってもよい。換言すると、規制部材として作用する先端側端部３６ａは、光出力口
４４に近接配置された適宜の被係合孔と係合して本体部３２の動きを規制できるものであ
れば、適宜の位置で、適宜の形状に形成することができる。
【００１４】
なお、規制部材は、装着軸３６と一体構造に形成することに代え、図５に示すように、装
着軸３６とは別部材の係止軸４８で形成することもできる。この場合は、被係合孔４６お
よび係止軸４８の位置ににかかわりなく、装着軸３６を配置できるため、ターレット３８
に形成する各接続口４０の位置および数を適宜に設定することができる。小ねじ５０を用
いることにより、ターレット３８に固定された装着軸３６を本体部３２に取外し自在に固
定することができ、所要形状の接続口４０を有するターレット３８と自由に交換すること
ができる。
【００１５】
次に、このアダプタ３０を用いて光源装置１２にライトガイドコネクタ１８ａを接続する
場合について説明する。
図４に示すように、先ず、アダプタ３０を光源装置１２の出力コネクタ２８に接続する。
アダプタ３０の本体部３２が、図５に示すように、出力コネクタ２８の接続口に挿入され
ると、導光部材３４が光出力口４４内に挿通され、ここでは係止軸４８で形成した規制部
材が被係合孔４６に挿通される。本体部３２の先端側の外周部から突出する突片部３２ａ
は、出力コネクタ２８の接続口内に形成した周方向溝５２に係合し、軸方向の動きを規制
する。なお、図３に示すアダプタ３０を出力コネクタ２８に接続する場合には、装着軸３
６の先端側端部３６ａが規制部材として作用するため、この先端側端部３６ａが被係合孔
４６に挿通されることは明らかである。
【００１６】
特定の形状を持つライトガイドコネクタ１８ａを接続する場合には、装着軸３６を中心と
して、ターレット３８の適合する接続口４０が導光部材３４と同軸状に整合するまで、時
計回りもしくは反時計回りに手動で回転させる。
【００１７】
このとき、出力コネクタ２８の被係合孔４６に挿入された係止軸４８あるいは装着軸３６
の先端側端部３６ａが被係合孔４６に挿通されて本体部３２の回動を規制する規制部材と
して作用するため、ターレット３８を回転させても本体部３２は出力コネクタ２８に対し
て回転しない。つまり、規制部材として作用する係止軸４８あるいは先端側端部３６ａは
、導光部材３４と本体部３２とを光源装置１２の出力ソケット２８に対する回転を防止す
る状態で確実に固定するが、ターレット３８は自由に回転させる。
【００１８】
ターレット３８の所要の形状を持つ接続口４０が導光部材３４と一致したときに、この接
続口４０にライトガイドコネクタ１８ａを接続する。
別のライトガイドコネクタ１８ａを使用する際は、同様にターレット３８を回転させ、こ
のライトガイドコネクタ１８ａに対応する接続口４０が導光部材３４と一致する位置まで
回転させ、接続することができる。
【００１９】
尚、図５に示すように装着軸３６と係止軸４８すなわち規制部材とを別々の部材で形成す
る場合には、ライトガイドコネクタ１８ａの種類が増えたり、形状が変更することで大き
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さの異なる種々のターレット３８を、同じ本体部３２に取付けることができる。
【００２０】
このようなアダプタ３０は、光源装置１２内に設けられた出力コネクタ２８の適宜の被係
合孔４６を利用する規制部材を本体部３２に設けることで、ターレット３８を回転したと
きに本体部３２のの回転を防ぐことができる。
また、導光部材３４および本体部３２の回転を防ぐ規制部材が装着軸３６の先端側端部３
６ａあるいは係止軸４８で形成されることにより、この規制部材が光源装置１２の外観に
現れないため、ハウジング１２ａのフロントパネルの表示を妨げることなく、ユーザーへ
の指標も明確に表示しつつ、アダプタ３０の本体３２を接続して使用することができる。
【００２１】
図６は本発明の他の実施形態によるアダプタ３０Ａを示す。
この実施形態のアダプタ３０Ａは、図５に示す装着部材３６を省略したもので、ターレッ
ト１２を回転させるための回転軸の代わりに、本体部３２の基端部に周方向に沿うフラン
ジ部５４を形成し、ターレット３８には、このフランジ部５４に対応する円周溝部５６を
形成してある。本実施形態の円周溝部５６は、ターレット３８の基材３８ａの周部を覆う
３８ｂとの間に形成してある。これとは逆に、円周溝部を本体部３２に形成し、これに嵌
合するフランジ部をターレット３８に形成する子とも可能である。
その他の構成は図１から図５に示す実施形態のアダプタ３０と同様である。
【００２２】
このアダプタ３０Ａは、上述のアダプタ３０と同様に用いることが可能である。但し、特
定のライトガイドコネクタ１８ａに適合するターレット３８の接続口４０を回転させる際
、本体部３２のフランジ部５４がターレット３８の円周溝部５６内を案内されて回転する
。
【００２３】
このアダプタ３０Ａにおいても、上述のアダプタ３０と同様に、ターレット３８を回動し
た際に、本体部３２の回転を防止し、光源装置１２のフロントパネルの表示を妨げること
がない。
【００２４】
【発明の効果】
以上明らかなように、本発明の内視鏡光源装置用アダプタによると、光源装置のハウジン
グの大きさに関係なくアダプタを容易に取付けることができ、アダプタを装着したときに
光源装置の外観および見栄えを損なうことなく、フロントパネルの指標を明確にすること
ができる。
更に、アダプタの取付け、取外しはライトガイドコネクタと同様に扱うことができるため
、ユーザーは違和感なく使用することが出来る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のアダプタを用いる内視鏡システムを示す概略的な説明図。
【図２】好ましい実施形態による内視鏡光源装置用アダプタの正面図。
【図３】図２の内視鏡光源装置用アダプタの断面図。
【図４】図２の内視鏡光源装置用アダプタを光源装置の出力コネクタに取付けた状態の正
面図。
【図５】変形例による内視鏡光源装置用アダプタを出力コネクタに取付けた状態の断面図
。
【図６】他の実施形態による内視鏡光源装置用アダプタの図３と同様な断面図。
【符号の説明】
１０…内視鏡、１２…光源装置、１８ａ…ライトガイドコネクタ、２８…出力コネクタ、
３０…アダプタ、３２…本体部、３６ａ…先端側端部（規制部材）、４４…光出力口、４
６…被係合孔。
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